
性感染症に関する豆知識⑮ 疥癬編 

疥癬はヒゼンダニ（疥癬虫）が人の皮膚に寄生しておこります。性行為でかかるのは�

10％くらいで多くはタオルや寝具の共用でかかります。 

かかると指の間や性器など首から下の全身の皮膚に赤いぶつぶつができ、とてもかゆく 

なります。男女ともに皮膚科に相談してください。妊婦が治療していれば母子感染は 

ありません。 

治療方法は患者さんと接触者を含めて、飲み薬を１回。さらに全身にローションを塗り 

ます。免疫はできないので何度でもかかります。 

性感染症に関する豆知識 軟性下疳編

原因は軟性下疳菌。戦後国内の報告は稀です。東南アジア・アフリカ・南米では 

梅毒より多い地域もあります。性行為でかかる輸入感染症です。 

かかって２日ほどで、男子はおちんちんに、女子は膣の周りに潰瘍ができ、２週間後 

には鼠経のリンパ節が腫れます。ともに強い痛みがあります。 

男女とも皮膚科へ。検査して、性器ヘルペスや梅毒と区別することが大切です。 

１週間以内の飲み薬で治りますが梅毒や�HIV�に同時感染している場合もあります。 
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